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参政党は 9日、「新型コロナウイルス感染症の対策」や「mRNA ワクチンの施策」を検証す

る委員会の設置などに関する法案を参議院に提出をした。 

党として 3本目の独自法案で、これまでの法案も含め協力が得られれば予算案などにも賛

成する可能性を示唆している。今回の法案は、新型コロナの感染症対策、特に mRNA ワク

チンに関する施策に加え、新型コロナ以外の疾病で使用される mRNA ワクチンの施策など

について検証する委員会を期限付きで設置し、委員は内閣が任命するとしている。検証委

員会は、施策を検証し報告を行うとともに、今後の感染症対策や mRNA ワクチン施策など

の在り方を内閣に提言するともしている。 

成立に向けた取り組みについて神谷代表は、「我々の提案を認めていただければ予算にも

賛成するという立場で、法案と予算について審議を進めていく」と述べた。 

参議院では与党が過半数に達しておらず、参政党が鍵を握る状況となっている。 

日本維新の会は、自民党と共同提出した衆議院の議員定数削減法案の成立に協力するよう

参政党に働きかけていて、参政党は自らが提示した条件が受け入れられれば「賛成する可

能性は十分にある」としている。 

補正予算案への対応については、首相と財務相の考えを聞いたうえで判断するとしてい

て、神谷代表は「どっちにも転びうる」と述べ、含みを持たせた。 
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参政党は 9日、政府の新型コロナウイルス対策とワクチン政策を検証する委員会の設置法

案を、参院に単独提出した。 神谷宗幣代表は記者団に「マスクやワクチンを半強制的に

強いたことに多くの国民が憤りを持っている。今後、同じ失敗を繰り返さないように検証

したい」と狙いを語った。法案は、内閣の下に検証委を設置。コロナ対策の必要性や、ワ

クチン政策の有効性・安全性を検証し、結果の報告を求めている。  


